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９ 外国語 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 コミュニケーション英語Ⅱ ４ 第２学年 
Grove  

チャンクで英単語 標準  

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・コミュニケーション英語Ⅱの授業は、「話すこと」、「書くこと」、「聞くこと」、「読むこと」という４技能の力をつける

授業です。そのため、聞いたり読んだりしたことを基に情報や考えなどについて話したり書いたりする言語活動を多く

行います。授業では積極的に活動に参加しましょう。 

・英語の語彙や文法については、実際のコミュニケーションでどのように使われるか、ということを意識して学習するこ

とが大切です。常に「英語を使う」ということを意識して学習しましょう。 

・音読は外国語学習の中でとても大切な練習の一つです。英語のリズムやイントネーションに気をつけ、聞いている人に

きちんと伝わるような音読を心がけましょう。 

・１年生より更に事物に関する紹介や報告、対話や討論などを聞いて、情報や考えを理解したり、、概要や要点を捉えた

りするようにしましょう 

 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第１学年】履修科目：「コミュニケーション英語Ⅱ」（４単位） 

主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 

・リズムやイント

ネーションなど

の英語の音声的

な特徴、話す速

度、声の大きさ

に注意して話す

ことができる。 

・聞いたり読んだ

りしたこと、学

んだことや経験

したことに基づ

き、情報や考え

などについて、

話し合ったり意

見の交換をした

りすることがで

きる。 

コミュ英Ⅱ 

小テスト 

インタビュ

ーテスト 

スピーチ 

 

 

・聞いたり読んだり

したこと、学んだ

ことや経験したこ

とに基づき、情報

や考えなどについ

て、簡潔に書くこ

とができる。 

・内容の要点を示す

語句や文、つなが

りを示す語句など

に注意しながら書

くことができる。 

 

コミュ英Ⅱ 

ライティン

グテスト 

定期考査 

 

 

・リズムやイント

ネーションなど

の英語の音声的

な特徴、話す速

度、声の大きさな

どに注意して聞

くことができる。 

・事物に関する紹

介や対話などを

聞いて、情報や

考えなどの概要

をとらえること

ができる。 

 

コミュ英Ⅱ 

リスニング

テスト 

定期考査 

 

・まとまった英

文を読んで、

要点や詳細

を捉えるこ

とができる。 

・説明や物語な

どを読んで、

情報や考え

などの概要

をとらえる

ことができ

る。 

 

コミュ英Ⅱ 

リーディン

グテスト 

音読テスト 

定期考査 

 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観

点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実

施

方

法 

コミュニケーションに関心を

もち、積極的に言語活動を行

い、コミュニケーションを図

ろうとしているかを的確に評

価できる方法で実施。 

CAN-DO リストによる「話す

こと」と「書くこと」の到達

目標を的確に評価できる方法

で実施。 

CAN-DO リストによる「聞く

こと」と「読むこと」の到達

目標を的確に評価できる方法

で実施。 

英語やその運用についての知

識を身に付けているととも

に、その背景にある文化など

を理解しているかどうかを的

確に評価できる方法で実施。 
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４ 学習の活動  

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson１ 

(１０時間) 

「富士山が世界

遺産に認定され

た理由を知った

り、その環境を守

るためにできる

ことを考える。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・富士山が世界遺産に

認定された理由を

知る 

・セクションごとの内容

についてワークシート

を用いながら、ペアで意

見や考えを伝え合う。 

・「富士山」をテーマに環

境問題への意識を高め

ながら文型について復

習し、理解しているか

確認する。 

・ペアでの言語活動

を観察する。 

・ワークシートを提

出させ、その内容

を取組状況の判断

材料として活用す

る。 

「外国語表現の能力」 

・読んだことに基づ
き、自国の環境問
題について発表す
る。 

・各セクションの内容を

要約、発表する。 

・ペアで、意見交換をす

る。 

・本文の音読を制限時 

間内に読むことが 

できる。 

・内容について、意見
や感想をペアで共有
することができる。 

・ワークシートを提

出させ、その内容

を取組状況の判断

材料として活用す

る。 

「外国語理解の能力」 

・「富士山」をベー
スに環境問題を
考えながら英語
の基本文型を使
って自分の考え
を話す 

・本文を読んで内容を把

握し、英語の質問に答

えたりサマリーを作成

したりする。 

・内容を理解し、教科
書やワークシートの
質問に答えることが
できる。 

 

・定期テストの筆記

テストにおいて、

内容理解を問う出

題により、内容理

解ができているか

を判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・「主部と述部」、「S

＋V」「S＋V＋C」「S

＋V＋O」[SVOC]

を理解し聞いたり

読んだりする 

 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・「主部と述部」、「S＋V」

「S＋V＋C」「S＋V＋

O」「SVOC」について

理解する。 

・言語の使用場面と

働きを意識した定

期テストの筆記テ

ストにおいて、知

識が身に付いてい

るかを判断する。 

Lesson２ 

(１０時間) 

ロッククライマ

ーの白石阿島さ

んがなしとげた

事を知ったり、ア

フリカでの経験

をつうじて気づ

いたことを理解

する 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・スポーツチャレン

ジのスピーチから

ロッククライミン

はどのようなスポ

ーツか知る 

・セクションごとの内容に

ついてワークシートを

用いながら、ペアで意見

や考えを伝え合う。 

・本文の内容について、ペ

アで活発に音読できる。 

・ペアでの言語活動

を観察する。 

・ワークシートを提

出させ、その内容を

取組状況の判断材

料として活用する。 

「外国語表現の能力」 

文法事項を理解し聞

いたり読んだり話

したりする 

 

・阿島さんの経験を、ワー

クシートに簡単に要約

する。 

・阿島さんの成し遂げたこ

となどを整理し、ワーク

シートにまとめる。 

・ワークシートを提

出させ、その内容

を取組状況の判

断材料として活

用する。 

「外国語理解の能力」 

・阿島さんが成し遂

げたことを知る 

 

・阿島さんが気づいたこと

理解する。 

・内容を理解し、教科
書やワークシートの
質問に答えることが
できる。 

 

・定期テストの筆記

テストにおいて、

内容理解を問う

出題により、内容

理解ができてい

るかを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・現在完了形過去完

了形を理解し 

 聞いたり 

読んだり話した

りする 

。 

・本文中で用いられている

意味や用法を確認する。 

・時制の使い方を理解して

いる。 

 

・言語の使用場面と

働きを意識した

定期テストの筆

記テストにおい

て、知識が身に付

いているかを判

断する。 

 

Lesson ３ ニュージーラン 「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 
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( １０時間) ドの海岸のペン

ギンの生態を通

じて、海外で起き

た出来事を考え

たり、自国はどう

かを見直す機会

とする。 

・ニュージーランド

の海岸で起きた出

来事を理解した

り、ペンギンの生

態や命名されるま

でのいきさつを知

る。 

・セクションごとに、ペン

ギンの生態についてペ

アで意見交換する。 

・ワークシートを用いな

がら、自分の意見とペア

や全体での意見を交

換・共有する。 

・ペアでの言語活動

を観察する。 

・ワークシートを提

出させ、その内容

を取組状況の判

断材料として活

用する。 

「外国語表現の能力」 

・ペンギンの問題を

通じて自分はどう考

えるかを、ワークシ

ートに自分の言葉で

書く。 

・セクションごとに、ペン

ギンの生態や命名され

るまでのいきさつにつ

いて読み、簡潔に説明文

を書く。 

・ワークシートを用いな

がら、読み取ったこと

や意見を書く。 

・ワークシートを提

出させ、その内容を

取組状況の判断材

料として活用する。 

「外国語理解の能力」 

・海外の出来事がど

のように世界で受

け入れられている

かを理解する。 

・セクションごとに、日本

人と外国人の環境に対

する捉え方の差異を読

み取る。 

・本文をきちんと理解す

る。 

・定期考査テストに

おいて、内容理解

ができているか

を判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・「助動詞、助動詞＋

完了形/受身形につ

いて理解する。 

・本文中の表現を確認す

る。 

・「助動詞、助動詞＋完了

形受け身形」を理解し

ている。 

・定期テストにおい

て、知識が身につ

いているかを判

断する。 

Lesson ４ 

(１０ 時間) 

ワーカウォータ
ータワーについ
て知り、仕組みや

利点を理解する。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・エチオピアの砂漠
に立つ不思議なタ
ワーについて知

る。 

・セクションごと水不足
解消のアイディアに
ついてわかったこと

をワークシートにま
とめさせる。 

・ワーカウォーターについ
て、感じたことをペアで
意見交換する。 

・ペアでの言語活動

を観察する。 

・ワークシートを提
出させ、その内容

を取組状況の判
断材料として活
用する。 

「外国語表現の能力」 

・不思議なタワーに
ついての紹介を
聞き手に伝わる

ように話す。 

・本文の語句について自分
の意見を書いて、述べ合
う。 

・この単元で学んだ語句や
表現を用いて、タワーの
利点についてを明確に

話すことができる。 

・グループでの言語
活動を観察する。 

・ノート・ワークシ

ートを提出させ、
その内容を取組
状況の判断材料

として活用する。 

「外国語理解の能力」 

タワーの利点、仕組

みを正確に読み、
把握する。 

・つながりを示す語やフレ

ーズをたよりに、論理の
展開を読み取る。 

・つながりを示す語やフ

レーズに注意して文章
を読み、論理がどのよ
うに展開しているかを

把握することができ
る。 

・定期考査の筆記テス

トにおいて、内容理
解ができているか
を判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・助動詞を含む受け
身について理解

する。 

・「S+V+O＋Ｏ」（＝
that 節）を理解す

る。 
 

・本文中で用いられている
意味や用法を確認し、ワ

ークシートにメモする。 

・本文の語句について理
解する。 

 

・言語の使用場面と働
きを意識した定期

テスト、知識が身に
付いているかを判
断する。 

Lesson ５ 

( １０時間) 

トマトの原産地

と渡欧時期につ

いて知り、広まっ

た経緯を知る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・トマトの原産地を

読み日本で注目

されている点を

考える。 

・ワークシートを利用し、

トマトの諸外国で広ま

った経緯を整理しペア

で話し合う。 

・間違うことを恐れず、

積極的にトマトの注目

度についてペアで話し

ている。 

 

・ワークシートを提

出させ、その内容

を取組状況の判断

材料として活用す

る。 

 

 



4 

 

「外国語表現の能力」 

・トマトの歴史を読

み取り、簡潔な英

文で書く。 

・進行形の受け身や完了形

の受け身に注意しなが

ら本文内容を読み取る。 

・トマトの歴史について

自分の考えをペアで話

すことができる。 

・ノート・ワークシ

ートを提出させ、

その内容を取組状

況の判断材料とし

て活用する。 

「外国語理解の能力」 

・トマトの広がり方

について正確に

理解する。 

・セクションごとに、本文

の音声を聞き、事実と筆

者の考えを区別して、ワ

ークシートにメモする。 

・本文で学んだ語句や重

要表現（受け身）を用

いながら、概要を書い

てまとめることができ

る。 

・定期テストにおい

て、内容理解がで

きているかを判断

する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・完了形や進行形の

受け身を使って

聞いたり読むこ

とができる。 

・本文中で用いられている

意味や用法を確認する。 

・進行形や完了形の受身

の使い方を理解してい

る。 

・言語の使用場面と

働きを意識した定

期テストの筆記テ

ストにおいて、知

識が身に付いてい

るかを判断する。 

Lesson ６ 

（1０時間） 

アイスランドの

概要を知り、気

象的な特徴を知

る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・アイスランドの概

要をを読み取ろう

とする。 

・セクションごとの内容

についてワークシート

を用いながら、ペアで

意見や考えを伝え合

う。 

・ワークシートに、自分

の意見を記入し発言し

ているまたクラス全体

で出た意見、考えを記

入している。 

・ワークシートを提

出させ、その内容

を取組状況の判断

材料として活用す

る。 

「外国語表現の能力」 

・気象の特徴やエネル

ギー活用について

考え、まとまった文

章に書く。 

・エネルギー活用につ
いて、賛否を考え、
グループで話し合
う。 

 

・地形的特徴からおきる

危険について考え、ワ

ークシートに書き出

す。 

・自分で作った文や

他の生徒の文をノ

ートに書かせ提出

させる。 

「外国語理解の能力」 

・エネルギー活用とは

何か的確に読み取

る。 

・セクションごとのモッ

トー対して、わかった

こと、気づいたことを

ワークシートにメモす

る。 

・It ~to(不定詞)、動名詞

について理解する。 

・学習したことをノ

ートに書かせ提出

し、また定期考査

でも出題する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・歴史的特徴と起きる

危険性の対処法を

知る。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る 

不定詞、動名詞が理解で

きている。 

・定期考査において、

該当文法項目を出

題する。 

Lesson 7 

（1０時間） 

実験がどのよう

な疑問から始ま

ったか理解した

り、実験方法と

結果を知る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・実験について方法や

人の行動との関係

を理解し、どんな点

に注意したらいい

かについて考る。 

 

・セクションごとの内容に

ついてワークシートを

用いながら、ペアで意見

や考えを伝え合う。 

・ワークシートに、自分

の意見を記入し発言し

ているまたクラス全体

で出た意見、考えを記入

している。 

・ワークシートを

提出させ、その

内容を取組状況

の判断材料とし

て活用する。 

「外国語表現の能力」 

・写真を使って実験に

ついて本文の内容を

説明することができ

る。 

・選択時の注意すべき点を

ペアで考え、簡潔な英文

で書いたものを発表す

る。 

・この単元で学んだ語句

や表現を用いて、聞き手

に伝わるように話すこと

ができる。 

自分で作った文や

他の生徒の文をノ

ートに書かせ提出

させる。 

「外国語理解の能力」 
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・人が取る行動を理解

する。 

・セクションごとの疑問に

対して、わかったこと、気

づいたことをワークシー

トにメモする。 

・つながりを示す語やフ 

レーズに注意して文章を 

読み、論理がどのように 

展開しているかを把握す 

ることができる。 

学習したことを 

ノートに書かせ 

提出し、また 

定期考査でも出題 

する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・関係詞や分詞の形容

詞的用法について

理解している。 

 

・本文の内容を聞き取る際

に必要な文化的背景をワ

ークシートにメモを取り

ながら理解する。 

・関係詞や分詞の形容詞

的用法が理解できてい

る。 

・定期考査におい

て、該当文法項

目を出題する。 

Lesson 8 

（1０時間） 

坂さんが紙管を

使うようになっ

たきっかけや建

築家として彼の

被災地支援にた

ずさわっている

気持ちを理解す

る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・坂さんが震災でどの

ような活躍をした

かを読み取ろうと

している。 

・セクションごとの内容に

ついてワークシートを

用いながら、ペアで意見

や考えを伝え合う。 

・ワークシートに、自分

の意見を記入し発言し

ているまたクラス全体

で出た意見、考えを記入

している。 

・ワークシートを

提出させ、その

内容を取組状況

の判断材料とし

て活用する。 

「外国語表現の能力」 

・イラストを使って本

文の内容を英語で

説明することがで

きる。シェルターを

作り始めた経緯を

伝える。 

・セクションごとの彼の活

躍についてまとめ、ワー

クシートに整理して簡

潔な英文で書く。 

・この単元で学んだ語句

や表現を用いて、本文中

のスピーチ原稿を作成

し、聞き手に伝わるよう

に話すことができる。 

自分で作った文や

他の生徒の文をノ

ートに書かせ提出

させる。 

「外国語理解の能力」 

・分詞構文を理解し、

それを使って、いかに

応用できるかという

ことを知る。 

・セクションごとの疑問に

対して、わかったこと、気

づいたことをワークシー

トにメモする。 

・つながりを示す語やフ 

レーズに注意して文章を 

読み、論理がどのように 

展開しているかを把握す 

ることができる。 

学習したことを 

ノートに書かせ 

提出し、 

また定期考査でも 

出題する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

分詞構文、関係詞の非

限定用法を用いた

文を理解してい
る。 

・本文の内容を聞き取る際

に必要な文化的背景をワ

ークシートにメモを取り

ながら理解する。 

分詞構文、関係代名詞の

非限定用法を理解して

いる。 

・定期考査におい

て、該当文法項

目を出題する。 

Lesson 9 

（1０時間） 

ムンバイで人の

日常を知って、

働く人たちの昼

食について理解

をする。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ムンバイで働く人の

昼食を知り、そのよ

うな昼食をとるよ

うになった経緯を

知る。 

・セクションごとの内容に

ついてワークシートを

用いながら、ペアで意見

や考えを伝え合う。 

・ワークシートに、自分

の意見を記入し発言し

ているまたクラス全体

で出た意見、考えを記入

している。 

・ワークシートを

提出させ、その

内容を取組状況

の判断材料とし

て活用する。 

「外国語表現の能力」 

・どのようなシステム

で成り立っているの

かについて、本文の内

容を中心に調べて発

表する。 

・セクションごとのシステ

ムの秘密を読み、解決す

るためにどうすればよ

いかペアで話し合う。 

 

・ムンバイの概要と自分

たちの意見について聞き

手に伝わるように説明す

ることができる。 

自分で作った文や

他の生徒の文をノ

ートに書かせ提出

させる。 

「外国語理解の能力」 

・どのような経緯でそ

のような昼食をと

り、どのようなシス

テムで成り立って

いるか理解する。 

・セクションごとの疑問に

対して、わかったこと、

気づいたことをワーク

シートにメモする。 

・つながりを示す語やフ

レーズに注意して文章

を読み、論理がどのよう

に展開しているかを把

握することができる。 

学習したことをノ

ートに書かせ提出

し、また定期考査

でも出題する。 

「言語や文化についての知識・理解」 
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関係副詞、仮定法を用

いた文を理解して

いる。 

 

・本文の内容を聞き取る際

に必要な文化的背景をワ

ークシートにメモを取り

ながら理解する。 

関係副詞の用法や仮定法

を理解している。 

・定期考査におい

て、該当文法項

目を出題する。 

Lesson 10 

（1０時間） 

地球におきてい

る変化について

理解したり、環

境について考え

る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・地球におきている変

化について考え、影

響や原因を知る。。 

・セクションごとの内容に

ついてワークシートを

用いながら、ペアで意見

や考えを伝え合う。 

・ワークシートに、自分

の意見を記入し発言し

ているまたクラス全体

で出た意見、考えを記入

している。 

・ワークシートを

提出させ、その

内容を取組状況

の判断材料とし

て活用する。 

「外国語表現の能力」 

・環境問題について、

簡潔なまとまった

英文で要約できる。 

・環境の変化を読み取り、

ワークシートに書き込

む。 

・この単元で学んだ語句

や表現を用いて、温暖

化について話すことが

できる。 

・自分で作った文

や他の生徒の文

をノートに書か

せ提出させる。 

「外国語理解の能力」 

・環境問題や温暖化の

影響を受けている動

物について理解する。 

・セクションごとの疑問に

対して、わかったこと、気

づいたことをワークシー

トにメモする。 

・つながりを示す語やフ

レーズに注意して文章

を読み、論理がどのよう

に展開しているかを把

握することができる。 

学習したことをノ

ートに書かせ提

出し、また定期

考査でも出題す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・完了不定詞や省略で

書かれた文につい

て理解する。 

・本文の内容を聞き取る際

に必要な環境問題をワー

クシートにメモを取りな

がら理解する。 

完了不定詞、省略で書か

れた文の意味や用法を

理解して 

いる。 

・定期考査におい

て、該当文法項

目を出題する。 

 


